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昭和 44年 1月～ 3月に発生した

秋田県内の集団カゼの病原検索及び

香港型の浸立度調査結果
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昭和43年夏現われた香港カゼの病原ウイルス

は昭和 32年のアジア型，既ち，今迄のA2型よ

りは大部ゆつくりした速度ではあつたが，一応全

世界にわたつて流用を起し，どうやら今までのA2

型にとつて代つてしまつたようである。このイン

フルエン、ザウイルス，既ち， A2-Hong Kong 

Variant1)は我国では昭和 43年中には大し

た流行を起さず，むしろ同時に流行していたB型

に席を譲った形であったが，昭和44年に入り次

第に勢を得て全国各地で集団カゼを起した。本県

では先に報告した 2)ように昭和 43年中には香港

型による一件の集団カゼも，又， 1例の個入患者

も検出されなかったが，昭和 44年 1月下旬に至

り，初めて大曲小学校の集団力、ゼから香港型が検

出され，その他，集団カゼの病原検査を行なった

24施設の中 14施設で香港型罹患者が確認され

たo一方 B型は，昭和44年1月に至ってもなお

県内各地で集団カゼを起したため．臨床，疫学的

にみたのでは勿綸のこと，一部の人について行な

うウイルス学的検索をもつてしても，その集団に

流行しているインフルエンザの病原の真の姿を把

握することは実際上，困難なことであった。

また，香港型出現と共に，当然考えられたイン

フルエンザワクチンの中に含有されるぺき抗原ウ

イルスの種類が再三変更され，又．従来の四種混

合ワクチンとの関係などから，予防接種行政の面

でも大分混乱したことはいなめない事実である。

本報では昭和44年 1月～ 2月の集団カゼの病

麟査結果及び．ワクチン接種集団の羅患状況並

びに抗体の変動などについて行なった調査結果を

述ぺてみたい。
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検査対象と方法

病原検索につ•いては昭和 44 年 1 月～ 5 月本県
内に於て集団カゼとして届けられた・g6施設の中，

畔選択された 24施設について検査した。各施

廊）患者中から．本県のこれ迄の例にならつて一..

集につき 10名程度，総計 28 2名について H

.A.Iによる血清診断を主とし，一部ウイルス分離

結 果

I)集団カゼの病原検査結果

． 昭和 44年1月～ 5月に本県内で発生した集団

カゼは公衆衛生課の集計では表 l, 2, 3，図 1

咳nくであり，総計 96施設である。この規模は

昭和 45年1月～ 5月の集団カゼの規模よ・りはる

かに小さく，施設数に於て手，又届出日当日の罹
1 

患者数の比較でも約ずであった。

全検者28 2名の中，病原を確認し得たものは

表2, 5の如 <,A2香港型ll 9名， B型 32 

知計l51名で残る 1・ 3 l名はインフルエンザ

以外のものか，或はペア血清が採取出来ず，不明

頑つたものである。

施設別にみると，被検 24施設中被検者中l'CA 2 
香港型のみが確認された処が8施設 (55祐）香．

港型及びB型の両種が混在した処 6施設． B型の

み確認された処4施設で，被検渚中にインフルエ

ンザ罹患者の確認されなかつた処が 6施設であっ

た。

市汀杜別にみた結果では集団カゼ届出のあった市

加は全県 72市町村の丁度半数に当る 36市吋

村であり（図 2). この数も昭和43年早春のそ

れに比較すれば明らかに少ない。

による検索も行なったo又，抗体調査は表4'図

露示した如く，県内の3小学校生徒と，成人有

志計40.4名を対象とした。

血清診断に用いた抗原はA2／熊本/.1/6 7, 

A2／愛知／2/68 （香港型）及び． B/東京

/1/6 7であるo血清処理＇は粗 RDEを用い，

又．マイクロクイクーにより検査し，方法も判定

基準もすべて例年の通り 2)である。

昭和43年ユ月～ 5月のA2型，昭和43年 5月

-1 1月のB型及び昭和44年1月～ 3月のA2

嘔型 ， B型混合と言う各流行時の市町村別確認

病原別発生数を一応表 3に比較してみた。

I)A2香港型に対するHAI
抗体価調査結果

本調査の目的はワクチン接種徐で且香港型流行

前に於ける位香港型に対する抗体の状況を把握

することと県内で流行が終つたあとの同じ施設で

のA2碑型の抗体分布かゎ同施設での流行の有

無を調ぺることを目的としたものである？このた

碑和43年秋から冬にかけて1日四種混合ワクチ

ンを接種した小学校伊館小）と中学校（大館J

中）各一校。凸型として香港型を含む新三種混．

合ワクチン接種小学校（横手南小）の生徒計336

名についてはワクチン接種から 2ケ月又は 2カ月半＂
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表 1

整番 報告日罹患者 欠 席 者 予 防 接 種

理号 施 設 名 所在地 報告月日・ 在籍数 数 ，，， 数 ¢ 種 類 接種率
措置 検診結果

1 大曲小学校＇ 大曲市 1-2 8. 1.7 0 9 848 20.4 8 9 2.8 1 こ猛 帯 100 閉 鎖 香港、 B5 旧

2 石沢小学校 本荘市 1-2 7 858 40 11.3 40 • 11.3 旧 100 II 香港、 B

3 玉 葉 荘 雄和村 1-28 140 ?3 5 2.1 78 5 2.1 旧 100 香港

4 小坂高校 小坂町 ， 684 892 5 7.2 50 7.8 旧 閉鎖

5 藤沢小学校 太田村 /1 38 8 111 28.6 2 4! 6.2 100 ， 

6 大曲西中学校 大曲市 ，， 4 51 2 58 57.2 37 8.2 旧 100 ， 

再 大曲小学校 大曲市 ， 1,709 401 28.5 59 8.5 ’ 
7 大森中学校 大森町 1-80 241 114 4 7.8 8 1 1 2.9 新 98 休校 香港

8 二ツ井中学校 ニッ井町 ， 590 158 26.8 • 2 7 4.6 旧 88 閉鎖 香港、 B

， 嘩東小学校 千畑村 ， 124 66 58.2 10 8.1 •新 100 ’ 
B 

10 国立秋田工専 秋田、市 ,, 600 48 7.2 25 4.2 非イZ7ルエンザ

11 院内小学校 仁賀保町 ’ 258 53 20.5 28 8.9 旧 I 100 閉鎖 B 

＇ 
,・,.. 

12 羽広中学校 大内村 1-31 44 21 47.7 20 45.5 旧，r 45 ＇ 
I 

13 響 中学校 ニッ井町 2- 1 198 • 86 44.5 20 10.4 旧 9＇ ' 100 ’ 香港

14 大竹小学校 金浦町 ， 12 8 44 3 5.8 .0 

゜
旧 100 II 

“一勺

15 藤木中学校 大曲市 2 -:- 8 198 105 58.0 25 12.6 1日 99 ’ 
16 米大田野小学合校介杓 藤里•町 ， 20 18 90.0 6 30.0 と笠覇 100 休校 _

4
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整番
施 設 名 所在地 報告月日 在籍数

報告日罹患者 欠 席 者 予 防 接種
理号 数 ，，， 数 佑 種 類接種率

措置 検 診 結 果

17 淳城和到学校 能代市 2 - 8 446 82 18.4 14 8.1 新 100 閉鎖

18 道川中学校 岩城町 ’ 276 129 46.7 11 4.0 旧 100 ＇ 
19 金浦中学校 金浦町 ’ 364・ 10 9 2 9. 9 20 5.5 旧 100 ， 

20 石沢中学校 本荘市 2・ 一4 217 98 42.9 28 12.9 旧 41 休校

21 新山小学校 本荘市・ ’ 11)81 .568 . 5 2.5 152 14.1 旧 8 9・ ，， 
, - ' 

22 米田中学校 藤里町 ＇ 
・9 7 49 50.5 4, 4.1 旧 98 ’ 

28 八森中学校 八森町 ，， 460 18 8 28.9 30 6.5 旧 98 ’ 香港、 B

24 種梅中学校 ニッ井町 ＇ 118 51 43.2 10 8.5 旧 100 II 

25 仁賀保中学校 仁賀保町 ，， 727 814 48.2 89 212.2 旧 80 ， 
I 

26 藤木小学校 大曲市 II 352 171 48.6 22 6.3 1ヽ一~8年新『ロ 100 閉鎖 | 
l 

27 仙南東小学校 仙南村 2 - 5 370 182 49.2 33. . 8.9 新 80 ＇ 香港、 B l 
28 金浦小学校 金浦町 ’ 469 2 50 58.8 56 12.0 新 98 休校 非イカJレニげ

29 下 I因勺仕学校 大内村 348 185 4 8.2 49 14.1 旧 100 ＇ 
＇ 

，， 

80 切石小学校 ニッ井町 ，， 168 69 41.1 22 13.1 閉鎖 非イZフルニペザ

81 矢島中学校 矢島町 ，， 6 97 277 39.7 45 6.a 旧 100 ，， 

8 2 蔵 小学校 東由利村 ’ 122 55 45.1 1 08 新 95 休校

• 
88 鶴舞小学校 本荘市 ，， 1,812 640 48.8 92 • 7.0 旧 89 閉鎖

--

34 松ケ崎中学校 本荘市 ’ 18 2 64 8 5.2 25 13.7 旧 81 休校

35 大曲中学校 大曲市 2 - 6 1,554 811 52.2 196 1 2.6 旧 7 4, 
’ 

36 象潟小学校 象潟町 ’ 754 881 5 0.5 105 14.0 旧 78 ， 
.. 

・
ー
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8 7 下郷中学校 東由利村 2.::.. 6 408 818 7 6.7 65 16.0 
： 

新 97 休校 B 

88 住吉小学校 東由利村 ’ 147 70 47.6 26 17.7 新 84 ， 香港、 B

89 上i巾内小学校 大内村 ’ 289 155 58.6 42 14.5 ［日 29 ＇ .. 

40 出羽中学校 大内村 ’ 886 180 53.6 28 6.8 旧 48 ＇ 
41 乎沢小学校 仁賀保町 ， 614 247 40.2 68 10.8 旧 100 ’ 
42 沖田面保育園 上小阿仁村 ’ 90 50 55.5 80 88.8. 新 100 休園 非インフルエンリ

再 鶴舞小学校 本荘市 ， 
1812 休校

48 小出小学校 仁賀保町 ， 262 10'1 408 50 19.1 旧 85 ， 

44l 沼館小学校 雄物川町 ’ 5 96 20'1 84.7 118 19.0 l4～～眸碑新I日 8'1 
,, 

45 ニッ井小学校 ニッ井町 ＇ 767 896 51.6 , 7 3 9.5 12回回目目 新旧 95 閉鎖

再 矢島中学校 矢島町 2 - 7 69'l 277 89.7 102 14.6 休校

4, 6 市立西中学校 横手市 ’ 850 201 5 7.4, 27 '1.'1 旧 91 ， 

47 雄物川中学校 雄物川町 ’ 1,208 780 64.8 158 12.7 ’ 
48 上川が訃学校 大内村 II 288 149 52.'1 26 9.2 41-l～碑5年新1日 72 ＇ 
・49 松ケ崎小学校 本荘市 ’ 278 98 88.5 80 108 旧 100 ，， 

50 老方小学校 東由利村 II 178 95 550 l'l 9.8 新 100 II 

51 市立北中学校 本・荘市 9. '1'10 568 78.8 91 11.8 1日 68 ’ 
52 羽広小学校 大内村 ， 51 40 78.4 ， 17.6 l令～5眸年新旧 78 ＇ 
58 象潟中学校 象潟町 ’ '120 808 42.8 28 4.0 旧 54 ， 

再 藤木中学校 大曲市 ＇ 198 116 58.6 88 16.7 閉鎖

再 羽広中学校 大内村 ， 44 2 7 6 1.4 6 18.6 休校
—· •一·_, • ・← • - •一• ● ●---..し
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整番 報告日罹患者 欠

＂ ｀ 
者 予防i：種

措置 検診結果
理号

施設名 所在地 報告月日 在 籍
数，，， 数 ¢ 種 類 接種率

再 大曲西中学校 大曲市 4 5 1. 9'1.8 191 
ヽ

休校2 - 7 441 86 

54, 太田中学校 太田村 2- 8 591 18 2 30.8 48 7.3 旧 44! 閉鎖

55 大2,j考牧 大曲市
＇ 

115 82 71.8 15 13.0 5-1～6必年新1日 99 閉鋭

56 上浜小学校 象 潟 ， 町 ＇ 
8 90 202 51.8 8 6 9.2 旧 87 休校

57 袖山小学校 東由利村 ， 22 11 50.0 4 18.2 ， 86 閉鎖
： 

休校58 玉米小学校 東由利村 ， 286 117 49.6 10 42 ， 96 

59 玉米中学校 東由利村
’ 

269 128 47.6 28 8.6 新 96 II 

60 湯沢北中学校 湯沢市 2- ， 1.05 7 447 42.3 67 6.8' 旧 77 閉鎖

61 角間川小学校 大曲市 2 -1 0 315 12'1 4 0.8 10 8.2 lテ~4眸年新旧 87 休校

62 山内小学校 山内村 ,, 278 185 48.6 1 8 ・ 4.7 旧 98 ,, 

6 8 前郷小学校 由利町 2-12 432 1 7 1 8 9.6 87 8.6 ’ 
64 県立養護学校 秋田 市 ＇ 59 25 42.4, 20 8 8.9 新 99 ,, 香港

65 大学校 大曲市 ＇ 498 228 45.2 8 9 7.9 旧 '15 閉鎖

66 富根小学校 ニッ井町 2-18 821 138 48.0 030 9.8 揖I胤
99 

’ 99 

67 畑屋西小学校 千畑村 ’ 
2 54, 26 10.2 17 6.? 新 88 ＇ 

68 岩崎小学校 湯沢市 2 -14 253 27 10.7 7 2.8 濯月厖 1.Lu0u 0 ， 非イZな,.::i:;rザ

69 花輪高校 花輪町 ， 1,021 42 4.1 12 1.2 ’ 
70 小友中学校 本荘市 ’ 205 7 9 8 8.5 81 15.l 旧 58 ．． 

’ 
71 ルンピニ稚園 鷹巣町 2-15 100 75 7 5.0 111 11.0 新 100 休園

ー
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72 大森小学校 大森町 2-18 • • 25 g 98 37.8 28 8.9 新 100 休校

7 8 由利中学校 由利町 2-19 480 76 17.7 15 8.5 尉闘陽 100 閉鎖 B 

74 市立南中学校 本荘市 2-2 0 751 294 39.1 8 7 5.0 旧 78 II 

7 5 川内 中学 校 鳥海村 2-21 821 60 18.7 15 4.7 旧 ’ 
非イZフルエンザ

76 魯誓＇燦嗜 大曲市 II 12 12 100.0 5 41.7 新 100 休校

7 7 軽井沢／ド学校 羽後町 2-24 181 109 60.2 1日
， 

82 
78 軽井沢中学校 羽後町 ＇ 94 71 7 5.5 旧 ’ 
'1 9 田 代中 学校 羽後町

＇ 221 142 64.8 27 12.2 旧 85 ， 

80 仙南西小学校 仙南村 ，， 878 202 53.4 89 10.8 新 100 閉鎖

81 金 沢小 学校 仙南村 1¢ 

’ 811 196 68.1 58 18.6 新 91 一休校

82 大 需 悶 忠 婆 大森町 2 -2 5 27 9 215 7 7.1 55 19.7 旧 100 II 

88 釈迦内小学校 大館市 ’ 7 81 49 6.7 26 8.6 閉鎖 香港

84 福地小学校 雄物川町 2 -26 815 191 60.6 10 8.2 に耀稲 '95 休校

85 植田小学校 十 文 字 町 2-2 7 880 68 20.6 15 4.5 新 86 閉鎖

86 南外南小学校 南外村 ’ 
445i 101 22.7 22 4.9 新 99 ＇ ..... 

8'7 神宮寺小学校 神、＿岡町 2-2 8 486 149 80.7 22 4.5 新 98 ， 

88 附聖霊属短中大学校 秋田市 II 258 115 44.6, 1 7 6.6 旧 100 ’ 
89 大鯨第升ゴ学校 大館市 ，， 1,191 68 7 53.5 49 14.1 旧 100 休校 香港

90 西成瀬小学校 増田 町 ，， 156 104 66.7 14, 8.9 新 100 ， 

91 小 野小 学校 雄勝町 8 - 4 819 186 42.6 16 5.0 に採稲 閉鎖 香港
1
5
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整番
施 殷 名 所在地 報告月日 在 籍 数

報告日罹患者 欠 席 者 予防接種

理号 数 ，，， 数 ダ 種 類 接種率
措 置 検診結果

92 屑9蹂騎 秋田市 8 - 4, 1,586 不明 不明 1日 90 閉鎖

98 川大の曲小目学分校校 大 曲市 ， 64, 48 '/ 5.0 8 4.7 新 97 休校

94 子吉中学校 本 荘市 8 - 5 224 72 82.1 18 5.8 旧 56 閉鎖

95 長木中学校 大館市 8 - 6 178 76 42.7 18 7.8 旧 100 ， 

96 小川小学校 鳥海村 ＇ 101 16 15,8 4 4.0 旧 62 ， 

再 小川小学校 鳥海村 ， 101 80 1 7 休校

-・ 
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表 2

昭和 44年集団ヵゼ病原検査結果

秋 田 県

施設名 所轄 ワクチン接種 発生届 検体採取月日 血清診断結果

溌生届出 ） 
所 在 地

保健所 率種類外 出月日 1回目 2回目
診断月日

被 A頒暉嘩j比ク竿
備 考

1 大曲小学校 大曲市 大曲 上級旧 100 l-2 3 1-28 2-4, 2- 5 ,• 5 4 1 1 違と
下級新

2 石沢小学校 本荘市 本荘
旧

100 1-27 1-28 217 2-18 11 1 8 7 

3 玉 葉 荘 河辺郡雄和村 秋 田 旧 100 1-28 1-81 2-10_ 2-12 10 10 

゜゜4 大森中学校 乎鹿郡大森町 横 手 新 98 1-30 1-30 2-8 2-14 11 11 

゜゜5 ニッ井中学校 山本郡ニッ井町 能代 旧 88 l-80 1-81 2-14 2-15 10 ， 1 

゜6 畑屋東小学校 仙北郡千畑村 大 曲 新 100 1-30 2-1 2r-12 2-18 6 

゜
5 1 

7 国専校 秋田市 秋 田

゜
1-80 2-8 2-12 2-17 25 

゜゚
25 

翫イ各ン（イフ分⑳ルン離全フ1~ルもてC8eも，アパ．デラノ

8 院 内 小 学校 由利町仁賀保町 本 荘 旧 100 l-8 0 2-3 2-12 2-14 15 

゜
12 8 

， 響 中学校 山本郡ニッ井町 能代 旧 100 2- 1 2-4 2-17 2-18 15 14 

゜
1 

10 八森中学校 山本郡八森町 能代 旧 98 2-• 4! 2- 7 2-19 2-20 8 7 1 

゜11 仙南東小学校 仙北郡仙南村 大 曲 新 80 2- 5 2- 6 2-17 炉 18 10 5 2 8 

12 金浦小学校 由利郡金浦町 本荘 新 93 2- 5 2- 7 2-17 2-18 10 

゜゚
10 

13 切石小学校 由利郡金浦町 能代 旧 100 2- 6 2-6 2-17 2-18 11 

゜゚
11 

ー
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施設名 所轄 ワクチ4妾種 発生届 検体採取月日
診断月日

血清診断結果

傑生届出 ） 
所 在 地

保健所 率種類 伶
A呻z・ 晶l」 閲饂芦

備 考
出月日 1回目 2回目 被険填 暉

14 下郷 中学校 由利郡東由利村 本荘 新 97 2-6 2- '1 2-17 2-18 10 

゜
1 ， 

lo 住吉小学校 由利郡東由利村 本荘 新 84 2-6 2-7 2-17 2-18 10 1 5 4 

16 沖田面保育園 ＃秒丑罰出j畔 鷹巣 新 100 2-6 2-10 2-20 2-2 2 6 

゜゚
6 

17 県立養護学校 秋田市 秋 田 新 99 2-12 2-18 2-24, 2-25 10 10 

゜゜
2名より香程彫サ誰

18 岩 崎小 学校 湯沢市 湯 沢 新旧 100 2-14, 2-14 2-25 2-2'1 ？ 

゜゚
'l 

19 由利中学校 由利郡由利町 矢 島 鉗 100 2-19 2-20 8-7 8-10 11 

゜
2 ， 

20 川内中学校 由利郡鳥海村 矢島 旧 18 2-21 2-21 8- 7 8-10 10 

゜゚
10 

21 釈迦内小学校 大館市 大 館 旧 70 2-25 8-8 3-10 8-19 10 8 

゜
7 

22 大館第ヰ学校 大館市 大 館 旧 100 2-28 8-8 8-la 8-19 ， 1 

゜
8 

23 小野小学校 雄勝郡雄勝町 湯沢 1~4新 70 8-4 8-4, 3-14 8-19 10 ？ 

゜
8 

5~6 I日70

24 塁生看護
秋田市 秋田 2-1 2-8 2-2 1 2-28 42 36 

゜
6 6名よ炉窟菌扮離

院寮

(2 8~ (11 g) (88) (181) 

8月 6日迄の発生届出施設数 9 6 病原検査済 24 位香港型のみ確認 8' 香港型と B型混在確認6

B型のみ確認 4, 非インフルエンザ確認6

ー

5
4ー

ー

•·---"' ... 
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後で香港型のまだ流用する以前の 1月下旬と，本

県内で香港型の流行の終った 3月中旬～下旬或は

4月中旬の2回，ペアで採血して． A2香港型，

B型に対する抗体の推移を調査したo又，新3種

混合ワクチンの接種を受けた成人グループとして

県立中央病院職員の有志 68名から 1週おき． 2

回のワクチン接種後2ヶ月目に採血して，香港型

-55-

ワクチンの抗体上昇に対する効果を調査した。

これら各被検施設でワクチン接種を受けないもの

若干名を夫々非接種対照とした。更にワクチン接

種者が存在せず，香港型の流行がみられた県衛生

看護学院生徒 12 3名については流行中及び流行

・終結後の抗体価を比較した。

表 3
 

集 団 ヵ ゼ‘ 比 較

昭和4,3年1月～昭和44年3月，秋田県

発 生 期 間 “碑1月下旬～2月下旬 48年 5月～ 11月 4絆 1月向～3月上旬

流 行 主 因 インフルエンザA2型 インフルエンザB型 インフルエンザA名留程翌文ひB型

被 検 数 3 90 362 282 
個

A2 ~ 281 (7 2"/j) A2 香港~ 119 (42'1i) 人 B ~ 22 5 (6 2 <f;) 

別 確 認 病 因 B ゜3 2 (ll <f;) 
結 他？ ：109(28%) ゜他？~13 7 (38%) ‘‘・ 

果 他？ ：131 (47'tJ 

発生数（在籍数） 2 3 5 (1 0 9, 6 8 9) 56 (17,772) 96 (39,599) 

施 罹患者数（罹患率 51.7 8 4 (4 8.4<f;J 8,0 5 5 (4 5.4%) 16,432 (41.0%) 

要a 検査済施 設 41 37 2 4, 

別 A2香港のみ 8 (3 3 ff;) 
A2確認40(9 8%) B確認32 (8 6,;J 

結 確 認 数 香 B 6 (2 5<f;J 
果 不明 1 (2%) 不明 5 (14~ Bのみ 4 Q7の

不明 6 (2 5%) 

市 届出市町村 61/72 (85 <f;J 2 5 (3 5 tf;) 86 (5 0'Ii) 
町

確 認 数 A2 : 28 (100痢 B ~ 2 0 (8 0 tfjJ 緊ば，9 <fj)，香十B~5
村 B ~ 3 (1 7 tf;) 
別 検査市町村 28 25 1 8 
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集団カゼ発生数 の推移
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■:A2型

四：K釦酵！
m): B型

□:4ン］四'...'
口：r符索

(a) 翻型流行前且ワクチン接種 2ヶ月後の抗体 (b) 香港型流行後のワクチン接種校での抗体価分

価 布

図3及び表廷示す如く、香港型を含む新三種 前述の通り、昭和44年1月下旬から 2月下旬

混合ワクチン接種者の抗体をみると、接種から

2ヶ月後で豆愛知株に対しては横手南小生徒

4 1. 7％中央病院織員では48. 7％のものしか

32倍又は、それ以上の抗体価を示すものがな

く、殆んどは 32~64倍で、 12 8倍以上の

は極めて少なかった。即ち、 1週間隔で2回の

接種は受けたものでも 12 8倍以上の抗体価に

上昇し得たものは極く少数であった。

一方、従来の A2型及びB型を含む1日四種混合

ワクチンの接種を受けたものでみると A2香港

型に対する HAI抗体価を認めたものは、角館

小生徒では4.5 %、大館ー中生徒では 13. 7 % 

であった。

にかけて、県内の各地で集団ヵゼがあったが、そ

の病原ウイJレスは同一地区は勿論、被検施設内で

さえも命巷型と B型と混在していたため、一部の

検査で全貌を云々することは差し控えるぺきこと

であった。然し乍ら、ー集団から多数の人員につ

いて採血を行なった場合は、一応香港型そのもの

の浸淫度合を算出することは可能であろう。県内

でのインフルエンザが終息した後の 3月～ 4月の

採血は、そのような目的で採取されたものであっ

た。

血清はすぺて、 1月に採取したと同じ人から採取

したため、集団としての抗体価の変動と共に各個

人毎の感染の有無、或はワクチンによる抗体の推

移なども観察可能であった。

この第 2回目の採取血清について調ぺた香港型

に対する HAI価の分布は表 4の如くである。
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即ち、横手南小学校生徒は香港型ワクチンの接種

を受けているが、被接種者群に県内の香港型流行

後約 20'!Jの抗体上昇者が認められている。

一方、旧四種混合ワクチンの接種を受けた、角

館小学校生徒でも 24'!Jの抗体上昇者があった。

両校共1月～8月中に集団カゼ発生としては届け

ていないが、香港型抗体の陽転率に大差がない。

しかし、旧 4種混合ワクチンの接種を受けた角館

小学校の方では 12 8倍～1,024倍迄上昇した

ものが、又、新8種混合ワクチン接種の横手南小

では82倍～ 64倍のものが多く認められた。

尚、角館小学校での非接種群の陽転率は接種者群

と略同様の、 22鳴であった。

次に同じく旧4種混合ワクチン接種の大館ー中

生徒でみると、同校では 2月28日頃に集団カゼ

の流行が認められ、 9名の被険者中、 1名の香港

型抗体有意上昇者が認められている。この学校で

の8月下旬即ち、流行から約 1ヶ月後の抗体の推

移をみると、抗体陽転者が、旧4種ワクチン接種

-57-

群で 40，，，、無接種群で 42，，，に認められ、しか

も両群共、 12 8倍～ 1,024倍迄上昇したもの

が多く認められて居る。この結果は集団カゼ流行

直後に 9名中 1名の有意上昇者が認められたこと

から、同校の集団カゼの一因は香港型であるとし

たことが、集団の抗体の推移からも裏づけるもの

である。

(c) ワクチン無接種ー集団に於ける香港型流行後

の抗体価分布

昭和44年2月8日頃をピークとして約 10日

間の間に看護学院寮内でインフルエンザの流行が

みられた。 8)本流行の詳細は既に報告した通り

であるが、本報では流行初期と、流行後の香港型

に対する抗体価分布を比較した初期血清としては、

2月8日の流行のピーク時に採取した42名につ

いて調査し、又、流行後血清としては寮生の略全

員12 3名について調査した。その結果は図 4に

示した如くであり、初回血清では 42名中8名

国2 市町村99鳥印カゼ震疇
暉年1g、ヲ月みほ硯

ー

鱗ゞ
・・・覧固咋・だ生
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(7，，，)のみが香港型抗体を有して居たo但し、 の2月22日に採取した12 3名についてみると、

己ら 8名共に 1月中にカゼ症状を呈しているの 74名(fl0，，，）が 82倍以上に上昇していた。こ

で、 2月8日は恢復期血清にあたゐ次に流行後 のことから本集団での感染率は60吸と算出された。

＇）集団カゼ届出校のワクチン接種歴と病原検索結果との関係

44年1月～8月の集団カゼは48年のそれ

と異なり、香港型、 B型或は両者の混合、或は

非インフルエンザと集団毎に種々の原因が混在

していたので、集団カゼの殆んどを位型イン

フルエンザと考えてよかった 48年 2) とは大

いに事情が異つていた。従つてヮクチンの効果

についても異つた考恵をはらわなければならぬの

は当然であった。従つて集団カゼの届出のあった

各学校について単にワクチン接種率と罹患率など

を比較することは行なわず，病原確認校のみたっ

いてその分析を行なつてみたのが表5に示した結

果である。

表 5

病原確認施設の接種インフルエンザワクチンの

種類及び接種一流行迄の期間

昭和44年 1~3月秋田県

施設 ワク 接 種 率 接種～流用 確認ウイルス型と頻度

チン 佑 間 階 香 港 B 不 明

3 旧 1 0 0 2 週 1 0 0 

゜ ゜1 8 ． 1 0 0 5 0日 9 3 

゜
7 

89 四 1 0 0 4ケ月 1 1 

゜
8 9 

2 種 1 0 0 2ヶ月 ， 2 7 6 4 
28 混 98 2ヶ月半 8 7 1 3 

゜8 ムロ 8 3 2ヶ月半 9 0 1 0 

゜11 1 0 0 2ヶ月半

゜
7 5 2 5 

64 新 9 9 2ヶ月半 1 0 0 

゜ ゜7 ． 98 3ヶ月半 1 0 O_ 

゜ ゜27 
種

8 0 2ヶ月 5 0 2 0 3 0 
38 混 84 2ヶ月 1 0 5 0 40 ， 

ムロ 1 0 0 2ヶ月

゜
8 3 1 7 

37 9 7 2ヶ月半

゜
1 0 9 0 

1 低高 l O c, 2ヶ月 'l 5 2 5 

゜91 新旧 7 0 
旧4ヶ月

7 0 

゜
3 0 

新 8ヶ月

7 8 
①旧

1 0 0 8ヶ月

゜
1 8 8 2 

R新
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これらの学校は全て集団カゼ発生を届け出て居り，

（表 1)届出当時の罹患率は，いずれも 80~5 0 

，，，である。これらの学校での接種ワクチンの種類

及び接種率は表 5に示した如くで，新旧様々であ

る。この調査結果で注目するべきことは旧4種混

合ワクチンを 10 0，，，接種した処で被検者の100

，，，が香港型罹患者であったことは止むを得ないと

しても香港型を含む新三種混合ワクチンを 10 0 

，，，近く接種した処での病原確認者が100，，，であ

った処もあり．更には新・旧両ワクチン共B型が

表 6

ー61-

含まれているにもかかわらず， B型のみの流行

で，じかも同勘可 5'1,でらつ頃も躙砥ざれていみこ

うしたことは我々が43年の集団カゼに於て不

活化インフルエンザワクチンの効果に疑問を投

じたと略同様の結果であるo更に被検各個人に

ついてば妾種ワクチンう確認病原についてみる

と表6の如く，新旧いずれのワクチンを接種し

たものでもやはり香港型又は B型に罹患して居

り，その率は必ずしも無接種者がこれら両型に

罹つた割合と大差がなかつた。

昭和44年1~3月の集団ヵゼ罹患者の

ワクチン接種歴

被 検 インフルエンザ
ワクチン種類 カゼ症状 A2香港確認数 B型 確 認 数 以外又は

患 者 数

新 型 8 種混合 98 

旧 四 種 混 ムロ 8 9 

無接種うくは不明 9 5 

計 282 

考＿＿．．．．察ー

秋田県では香港型の出現した昭和48年中には

香港型による集団カゼも，又，個人の患者も見出

し得ないで終つた。•2) 特にも 8 年秋～暮には注
意して検出に努めたがやはり発見し得なかつた。

このように昭和48年中に香港型が流行しなかつ

兌理由として我々は同年早春に起つた従莱｀のぐ2

型の流行 2)が大きく影響しているものと考えて

いる。然し乍ら，これを具体的に証明出来る実験

暉はないが，我々が別に報告した如く 4) 5) 

香港型は免疫学的にはA2型の範疇に入るべき性

状を有していることから，先の A2型の流行は後

の香港型に対して何らかの影響を与えていること

は確かであろうと思われる。しかし，単に交叉妬

不 明 数

8 5 1 3 5 0 

41 l 5 8 8 

4 8 4 4, 8 

1 1 9 3 2 181 

よるみかけ上の抗体の存在或は従来の A2型のワ

クチンがこうした意味で影響を示すとは考えてい

ないo香港型ば沼和44年1月に入ってからよう

やく県内にも流行を起したが．その集団カゼとし

ての規模は前年のそれに比較すれば明らかに小さ

かつた。しかも， 44年1月～8月の集団力廿士

既に述ぺた如く，香港型のみならず． B型も同時

に流行して居り，又．一方．ィンフルエンザ以外

の不明の原因による集団カゼも多かつたので香港

型の浸淫は従来と異なり，更に小さかったものと

思われる。又．このような理由で昭和44年の流

行時には一部の検査で，或る集団の流行の全貌を

把握することは不可能で，同一地区は勿論，他地
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区の原因を類推することは当然差U空えなければ ワクチンを他方は旧4種混合ワクチンを接種した

ならなかつたo 生徒の集団であるにもかかわらず，香港型の浸淫

香港型は以前この世に現われたことがあるらしい 度には差がなかつた。

ことは血清疫学的に推定されている 6)が，しか l日4種混合ワクチンを接種した中学校では集団

し，還暦年令層以下に於ては勿論香港型は始めて カゼの発生があり，後の抗体検査で，約 54'1,の

逗験であり，こうした意味から，本ウイルスに 抗体陽転者があり，この集団では明らか記日 4種

対する抗体の検索は疫学的に重要なことであったo 混合ワクチンは香港型に対して無効であったこと

我々は昭和48年夏に香港型が出現した間際に行 を示している。この 54％の陽転率と言うものは

なつ磁索により，同ウイルスは位型としての

症状を有十ることを報告4) した。しかし香港型

感染により生じた真に同型に対する抗体の集団に

試する分布を確かめるとと，従つて香港型の浸淫

度合を確めることは重要なことであったし，又．

紺作られた香港型を含むワクチンによる抗体の

上昇或はその感染発病の防止効果などについても

調査する必要があい今回の集団免疫の調査を行

なったわけである。

先ず香港型の流行直前における本県在住者の抗体

分布から，接種ワクチンの影響をみると．香港型

ワクチン漸種群の抗体価が予想外に低かつたこと

は明らかな事実であるo即ち，約 2ヶ月前に2回

の接種を完了した成人及び学童の両集団共40~

50，，，しか抗体陽性者が居らず，しかも，陽性者

とは言え，その HA-I価の大半は 82~& 4倍で

12 8倍以上のものは極く少なかつた。従つて．

もしワクチンで感染を防どうと考えてもこのよう

磁い抗体価ではとうてい効果を期待することは

出来ないであろう。

次に1日4種混合ワクチンの接種群或は．無接種群

での香港型に対する抗体価をみると，香港型に対

して 82倍以上を示したものの頻度は当然とは言

え低かつたo即ち．我々が，昭和48年lJ.I~4月

の従来のA2型流行時の血清について調ぺた香港

型抗体保有率より明らかに低かった。このことは

A2型の感染者でもその香港型に対するHet ero 

の抗体を 1年後には全く失っていることを示すも

のであろう。

次に香港型が一応県内で流行を起した後の抗体

価分布でみると集団カゼ発生としては認められな

かった2つの小学校では共に 20，，，程度の香港型

抗体陽転者が認められた。しかも，一方は香港型

ワクチン無接種で，しかも明らかな香港型インフ

ルエシザの流行が起り，血清学的にも 60％の罹

態革を示した看護学生寮の罹患率8)に近いもの

である。

昭和44年早春の集団カゼは香港型， B型の混合

流用に加えて不明の原因も多くの集団カゼを起し

たため，ウイルス学的検査をしない学校の流行原

因は全く推測出来ず，仮に検査した学校でもその

結果が全貌を代表するとは言えたかつた。然し乍

ら，ワクチンの接種歴が明らかな学校で判明した

原因ウイルスと接種ワクチンとの関係でみるとや

はり新しい8種混合ワクチンを 10 0'1,近く接種

しながら，被検査の全てが香港型罹患と確認され

たり，或は当然含まれているぺき B型のワクチン

の効果さえも認められ方い如き結果が今回の検索

でも得られたことは事実である。

総 括

昭和44年1月～ 8月，本県内において流行し

た集団カゼの病原検索結果並びに有志生徒及び成

人の香港型に対する HAI抗体の保有状況をワク

チン接種との関連において調査し，次の結果を得

た。

1)昭和44年 1月～ 8月にかけて本県では，昭

和48年 1月～8月の集団カゼの約 5分の 2の

規模で集団カゼが流行したが，その主因は香港

型，或はB型のいずれか，或は両者の混合であ

り，他の不明のものも多かつた。

2)香港型は昭和44年1月～ 3月には必ずしも

全県的には浸淫せず，又，同一集団でも 20'1'. 

~6 0％の浸淫に止つた。
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8)香港型を含む8種混合ワクチン接種後2ヶ月 4)香港型或は B型による集団カゼは新8種混

目では接種者の 50'/J程度が抗体を有している 合ワクチン，又け．旧4種混合ワクチン接種

のみでありしかもそのHAI価は大部分 82 のいずれの集団でも認められた。

~64倍であつた。
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